
琉球大学学術リポジトリ

開放マクロ経済の最適収支動学

言語: Japanese

出版者: 徳島武

公開日: 2007-03-07

キーワード (Ja): 開放マクロ経済, 国際マクロ経済学,

経常収支, 貿易収支, 財政収支, 為替レート

キーワード (En): 

作成者: 德島, 武, Tokushima, Takeshi, 徳島, 武

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/270URL



第１部

対外債務と資本のモデル



第１章「小国開放経済の新古典派成長モデルにおける

財政収支、経常収支そして貿易収支の勤学分析

：定額一括税と動学的最適化」

１．はじめに

近年の国際マクロ経済学の分析は勤学的最適化の手法が主流となり、多く

の文献で経常収支勤学（CurrentAccountDynamics）の分析が試みられ

てきた。その際近年における政府部門の役割は、ケインズ経済学が後退した

といえども、無視できないものであるにもかかわらず、政府部門が無視され

たり、財政収支についてはその均衡が仮定されることがしばしばである．こ

の財政収支均衡の仮定が単なる仮定であるか、あるいは最適条件から導出さ

れるものであるかという問題は、それらの分析においてきわめて重要である。

そこで本論文では、政府部門を明示的に含んだ小国開放経済の新古典派成長

モデルを用いて、社会的に最適な財政収支と経常収支及び貿易収支の勤学分

析を行う。その分析の結果として均衡財政が最適条件より導出されれば、そ

の仮定が勤学的最適化の分析において意義あることの、ひとつの証明となる

であろう。

我々は、BlanchardandFischer（1989）で用いられているモデルに政

府部門を導入し、社会的に最適な財政収支と経常収支及び貿易収支の勤学分

析を行う。第２節ではモデルについて説明し、第３節では投資の調整費用が

存在しないケースを分析し、第４節ではそれが存在するケースを分析し、第

５節では結論をまとめることにする。
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２．モデル

中央計画当局が第０期における代表的家計の厚生を、制約条件の下で最大

化することを仮定する。代表的家計の瞬時的効用関数は

(2.1）江,＝皿(c'’９`）

である。αは消費であり、９，は政府支出である!)。右下の添字ｔは時間を示

している。この効用関数は非負であり、強い凹関数であって

Ｏ＜２０１，ＺＣ２141】，皿22＜０

M;|麓|-…鬮一…!…!…

を仮定する2)。無限期間モデルを仮定すると、代表的家計の厚生は、それの

消費と政府支出の効用の総現在価値となり、

画く，，‐‐、》 2J(α’９！)e-0lmt (2.2）

となる。０は時間選好率あるいは主観的割引率であり、所与の正の値をとる

と仮定する。制約条件は、対外債務ストック、資本ストック、そして政府債

務（＝国債）ストックの各々と、フローの変数の関係を示す式であり、

Ｅ＝α＋j`＋,,＋0F)－/(18,）（2.3）

ん!＝向（2.4）

Ｂ,＝９１＋ＢＢＩ－て， （2.5）

である。Ｆ)は対外債務ストック、ｈ`は資本ストック、Ｂ`は政府債務ストッ

クであり、対外取引は対外債務ですべて決済され、政府債務はすべて国内で

取引される。ｊ`は純投資であり、画は一括税であって所与と仮定する。

/(た`）は生産関数であり、国民所得に相当し、非負で強い凹関数であって、

稲田条件
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/(0）＝0,八O）＝｡｡,/'(｡｡）＝０

を満足する。小国の仮定より自国利子率と外国利子率は所与で等しく、また

０と等しいと仮定する3)。

我々の解くべき動学的最適化の問題は、以下のようにまとめられる。

maxr 皿(｡，,【)e－０'｡！

s､1.Ｆ}＝α＋向＋g`＋６F)－/(ん'）

ん(＝ｎ

Ｂｌ＝９８＋ａＢＩ－ｎ

Ｆｂ，ABO，Bogiven，、＝、＝ｃｍｚｓム

ロ，ｊ'’９１，Ｅ，ＡＢＩ，Ｂｆ，Ｔｔ≧Ｏｆｏｒａｌｌｔ

制御変数はc`,内，９`であり、状態変数はF}’ん'’８，である。各々の変数は

１人当たりのものであるが、人口成長はないものと仮定し、現時点（Ｏ時点）

での人口を１とする。また以下の分析では特に必要を認めない限り、右下の

添字ｔは省略する。

3．投資の調整費用が存在しないケース

このケースにおけるハミルトニアンは、－α,β,γを共役変数とすると

Ｈ＝趾(c’９)－α(c＋i＋,＋0Ｆ－/(ん)｝

＋βi＋γ(,＋ＯＢ_て）

である。最適のための条件は

旦旦＝０
DＣ .．ｍ＝ａ（3.1）

｡
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０
０

顕一郎顕一町

．..α＝β（3.2）

..･242＝α－γ4）（3.3）

…'十祭-０Ａａ－ｃ…(３４）

β=β'一鵲=βⅣ（３５）

ナー栂-器=0諏ｱｰ…(鼠6）
ｌｉｍ（－αＦルー的＝０ （3.7）
Ｆ－ｃｂ

ｌｉｍβｈｅ-8`＝Ｏ （3.8）
ｆ－ｃｂ

ｌｉｍ７Ｂｅ－０ｌ＝０ （3.9）
１－－

となる。αとγが一定の値となるので、ｃと，Iま一定の値となり、またαと

βが等しいことより

β＝β０－”'＝α(０－/'）＝０

となり、

８＝／′

となるので、ＩＤも一定の値となる。よってｊはゼロとなる。以上の結果をま

とめると

c，,,α,β，γ,ｂ＝const.，ノー0

となる。これにより財政収支と経常収支及び貿易収支の勤学分析が可能とな

る。

財政収支をＢａ、経常収支をCAt、貿易収支をＴＢｊとすると

ＢＢＩ＝Ｂｒ＝蝕十ａＢｌ－Ｔｏ
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ｃＡｌ＝一向＝／(ＩＤＩ)－Ｑ－ｉ`－９，－０Ｒ

ＴＥ,＝／(ん`)－ｃｔ－ｉｊ－ｇｌ

となる。最初に財政収支の勤学分析を行う。

財政収支の式より

Ｂ,＝，』＋ＯＢｌ－ｒｏ

として、両辺を積分すると

ﾊﾞｰ("-ルー"“ (3.10）Ｂｏ＝

が求められる5)。,`が一定であるので、,`＜Ｔｏのとき累績財政黒字が無限

大となり、、＜９`のとき累積財政赤字が無限大となる。よって（3.10）式

と横断面の条件より

、＝，I＝ｇｏ＝const．，Ｂｏ＝0

となり、今期（０期）以前から一貫して財政収支が均衡している状態が社会

的に最適となる。次に経常収支及び貿易収支の勤学分析を行う。経常収支の

式より、

ｎ＝－ＴＢＩ＋０F）

として両辺を積分すると

凡=｣rom1o-.`｡‘（3｣'）

が求められる6)。ｂ`，α，いが一定でｎがゼロであるので、Ｏ＜ＴＥｌのとき

累積貿易黒字が無限大となり、ＺＥＺ＜０のとき累積貿易赤字が無限大となる。

よって（3.11）式と横断面の条件より

TBI＝ＴＢＣ＝０，Ｆｂ＝０
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となり、今期（0期）以前から一貫して経常収支も貿易収支も均衡している

状態が社会的に最適となる。

４．投資の調整費用が存在するケース

このケースにおけるハミルトニアンは、－ス，ス９，γを共役変数とすると

Ｈ＝2J(c，,)－ス{c＋i〔l＋‘〕＋,＋eF-/(ん)）

＋A9j＋γ(’十ＯＢ－て）

である。①は投資の調整費用であり

。＝ｄ(Ｍｂ)，の(0）＝０，０＜の',‘″

である。最適のための条件は

覗一比廼一磁覗一殉

.．z４，＝ス（4.1）
●

八,＝'十・+か’ (4.2）

.．Ⅸ2＝鮨γ7）（4.3）
●

トス`+鵲－０

(助-l9,-鵲

芦祠-器=ｏ
ｌｉｍ(－ｽＦ)e-0'＝０
８→ＱＤ

ｌｉｍ(ｽ9ｈ)e-o(＝Ｏ
ｌ－ｃｃｏ

ｌｉｍ７Ｂｅ－０ｔ＝０
『→￣

.．､スーconst．（4.4）

(4.5）

.．γ＝const．（4.6）
●

(4.7）

(４８）

(4.9）
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となる。スとγが一定の値となるので、ｃとｇは一定の値となる。またスが

一定であるので、

(】@)-】`-ｽ{9,-''一(豊形｝

となり

(芳形クー９０－/'一 (4.10）

が求められる。以上より

c,９，入γ=const.

の結果が得られる。これより財政収支の勤学分析が可能となる。前節同様財

政収支を定義して

B,=｣;~(Tb-ルー`'“

が求められる。，`が一定であるので、前節同様（3.10）式と横断面の条件

により

Ｔｕ＝，,＝，ｏ＝const．，Ｂｏ＝０

となり、今期（０期）以前から一貫して財政収支が均衡している状態が社会

的に最適となる。

次に経常収支及び貿易収支の勤学分析を行う。そのためにはｊ,ｈ，９の関

係を分析しなければならない8)。（4.2）式より

９＝ｗ(i/ｈ)，ｗ(0）＝１，０＜ｕ''9） （4.11）

の関数を定義する。この逆関数をi/ｈ＝。(9)と定義すると
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虎＝ｊ＝たり､(9)，や(1)＝0,0＜②′ （4.12）

となる。またこの式を（4.10）式へ代入して

‘＝９８＿/'－９(9)2.′（4.10,）

を得る。ｉ，虎，９の関係は（4.12）式と（4.10,）式の連立微分方程式の位相

図を描くことにより明らかになる。定常状態（｡虎/dt＝ｄ９/dノーＯ）におい

ては

９.＝１，０＝／'(ん.）

となり、この近傍の状態を分析する。上付添字＊は均衡値を意味する。

ルー“(9)＝Ｆ(ん，９）＝０

ｊ＝０９－/'＝ＣＧ８，９）＝０

とおくと

器|鱈薑｡－豊一 －扇署++丁-，
｡(9)

"'(9)

乳｡－号一千一
/''(ん．）

＜０
0

となるので図４－１の様に位相図が描かれ、均衡点が鞍点になることがわか

る。右下の添字はその変数による偏導関数であることを示している。また代

数的にも、線形近似の式が

ｌｉＨ－,Ｍ１化］
となり、係数行列式を」とおくと

」＝/"(〃･)A2･Ｐ'(1)＜０
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となることから鞍点が証明される。最適条件よりＩ２，９は安定経路上を移動

し、ノヒの値が均衡値より小さい場合には、たが増加して９が減少してｉが正、

大きい場合にはたが減少して９が増加してｉが負となる。経常収支と貿易収

支は

ＣＡ`＝－F)＝/(ん!)-Q-i('+dJ-9`-OＢ

７，＝/(ん`)-c1-j`〔'+⑦！〕-,‘

と定義され、前節同様

Ｅ＝－ＴＢＩ＋0F）

とおくと

ﾊｰﾊﾞ｡TＢｗｔ

の（3.11）式が求められる。この式は対外債務の初期値によって、貿易収支

の勤学が制約されることを意味している。ｉが正のケースに限定すると、貿

易収支の勤学は図4-2の様になる｡/(ん)-ｊ〔l+d〕の値は､時間の経過

とともにＡ２の値が増加してゆくと、／(ん）の値が大きくなり、のの値が小さ

くなるので増加し、ｃ＋，の値は一定なので、社会的に最適な貿易収支は最

初は赤字、その後黒字となる。（3.11）式より、累積貿易黒字の大きさは対

外債務の初期値により制約される。我々のモデルでは経常収支の勤学は分析

できない。
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９

１

ケーⅢ

0

た゛

図４－１

兜

－j〔1＋○〕/(た）

黒字

c＋ ，

赤字

0

’

図４－２
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５．おわりに

我々のモデルにおける分析結果は以下の様にまとめられる。

（１）投資の調整費用が存在しないケース

ｉ）財政収支均衡

ｉｉ）経常収支及び貿易収支均衡

(Ⅱ）投資の調整費用が存在するケース

ｉ）財政収支均衡

ｉｉ）貿易収支は赤字から黒字へ（純投資正）

投資の調整費用の有無にかかわらず、社会的に最適な財政収支の状態は、常

に均衡している状態であることが証明された。一括税が所与という仮定は、

それが政策変数であり初期値が与えられると考えれば、この結論の一括税の

モデルでの一般性は高まるであろう。一括税のモデルにおける財政収支均衡

の仮定は、最適条件に裏付けられた根拠のある仮定であることが示されたこ

とになる。また、投資の調整費用の有無により、社会的に最適な経常収支と

貿易収支の勤学が異なってくることも、興味深い結論である。今後の課題と

しては、定率税のケース、内生的成長モデルのケースが考えられるだろう｡．

数学付録１

Ｂ'＝,＋ＢＢｆ－ｍ

の両辺にｅ－仇をかけて積分すると

」;~ルー．```=ｒ(,１－両)．-．`｡`+』電，β`内，

－１９－



となる。左辺に部分積分の公式を適用すると

ﾊﾞｰルー･```-〔ae-"〕ｒ－ｒＢ`(-`｡-．')｡‘

＝o-Bo+ﾊﾞｰB`,．-.1.’

となるので

ﾊﾞｰ(爾一ルー．!`‘Ｂｏ＝

が求められる。

数学付録２

Ｆ)＝－ＴＢＩ＋ＯＢ

の両辺にｅ-0`をかけて積分すると

rFio－．１.`=-(｡Zn`-．``'十ﾊﾞｰ….'`‘

となる。左辺に部分積分の公式を適用すると

バー〃･`"=〔鰯｡-．`〕『-ﾉr･厩(-,`-`Ｍ

－０－風+ｒｌｗ１ｄｌ

となるので

風-1麺、1.-.`“

が求められる。
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注

我々のモデルは合成財のモデルであり、民間部門と政府部門の供給する財は同質

である。

皿!＝６挺/6c,，卿2＝０Ｗ/69`．t4,,＝０２Ｗ/0c''8422＝０２脚/09；

2421＝０２Ｗ/0C10,,,Ｗ１２＝０２邸/ａ９ｌＯＣｌである。

利子率が０より小さければ、最適消費と最適政府支出はゼロに収束し、大きけれ

ばプラス無限大に発散する。

Ｏ＜202よりγ＜αである。

導出方法は数学付録１を参照。

導出方法は数学付録２を参照。

Ｏ＜ｗ２よりγ＜スである。

以下の分析方法はB1anchardandFHscher（1989)chap2を参照。

U'＝”'＋(i/ｈ)｡"となり、Ｏ＜‘',の″であるので正となる。

l）

２）

３）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
Ｊ

４
５
６
７
８
９
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